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い
よ
い
よ
山
岳
古
道
調
査
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
す
る
。
私
の
地
元
で
の
事
例
か
ら
四
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
提
言
し
た
い
。

①
古
里
の
古
道
を
歩
く
楽
し
さ
を
、
多
く
の
市
民

に
伝
え
た
い
。

中
世
の
山
城
で
あ
る
春
日
山
城
址
（
本
丸
）
の

周
囲
は
、
い
く
つ
か
の
砦
（
山
）
と
村
里
が
組
み

合
わ
さ
れ
一
体
的
な
城
郭
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
こ
れ
ら
の
古
道
が
整
備
さ
れ
気
楽
に
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
は
日
本

海
か
ら
南
の
南
葉
山
、
そ
し
て
東
の
春
日
山
か
ら

西
の
桑
取
谷
ま
で
の
丘
陵
地
一
帯
（
標
高
一
〇
〇

～
二
〇
〇
ｍ
前
後
）
で
あ
る
。

い
く
つ
も
の
古
道
が
あ
り
コ
ー
ス
は
自
由
だ
。

日
本
海
や
頸
城
ア
ル
プ
ス
、
米
山
か
ら
関
田
山
脈

な
ど
の
景
観
に
優
れ
、
四
季
折
々
の
自
然
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
ど
も
か
ら
熟
年
ま
で
、
自
然
に
ふ
れ
あ
い
歩

く
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

②
古
道
に
は
長
い
歴
史
と
文
化
が
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
文
献
を
調
べ
、
古
老
の

伝
承
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
古
道
歩
き
は
も
っ
と
楽

し
く
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
は
千
年
の
歴
史
が
あ
り
、
今

で
も
棚
田
が
耕
作
さ
れ
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し

が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
老
人
世
帯
だ
が
、
地
元
に

根
ざ
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
も
あ
り
、
生
き
る
知
恵

と
技
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
多
く
の
市
民
に
知
っ

て
ほ
し
い
。

③
山
里
の
住
民
や
古
道
を
守
る
人
々
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
た
い
。

中
山
間
地
域
の
村
は
過
疎
と
高
齢
化
の
中
で

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
。
棚
田
や
古
道
の
復
活
、

そ
し
て
維
持
管
理
は
、
地
元
有
志
や
団
体
な
ど
の

創
意
工
夫
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。

積
極
的
に
交
流
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
す
で
に
藪
に
お
お
わ
れ
た
り
崩
壊
し
た
り
し
て
、

痕
跡
が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
多
く
の
古
道
が
あ
る
。

文
献
や
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、
後
世

に
残
す
た
め
の
資
料
を
作
成
し
た
い
。
調
査
・
研

究
と
い
う
分
野
だ
が
意
欲
的
な
会
員
の
熱
意
に
期

待
し
た
い
。

歩
く
こ
と
は
長
い
間
生
活
そ
の
も
の
だ
っ
た

が
、
戦
後
の
経
済
成
長
の
中
で
急
激
に
車
社
会
に

な
り
、
歩
く
こ
と
が
暮
ら
し
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。

登
山
も
歩
く
こ
と
の
一
つ
だ
が
、
散
歩
や
街
歩

き
、
歩
行
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
健
康
志
向
の

高
ま
り
の
中
で
「
歩
く
こ
と
」
を
求
め
る
時
代
と

な
っ
て
い
る
。

県
下
の
古
道
は
多
種
多
様
な
も
の
が
多
い
と

思
う
。
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
念
頭
に
古
道
調
査
を

実
践
で
き
れ
ば
、
新
た
な
楽
し
み
を
提
案
で
き
る

だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
多
く
の
人
に
古
道
歩
き
の
楽
し
さ
が

伝
わ
り
、
わ
ず
か
で
も
中
山
間
地
の
活
性
化
に
寄

与
で
き
れ
ば
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。
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古
里
の
再
発
見

　
山
岳
古
道
調
査
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

�

副
支
部
長
・
越
後
山
岳
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
後
藤
　
正
弘

私の一枚

　４月の中旬、友二人と連れ立って、
県境近くの藪山へ。　
　寒い冬を越え芽吹きが始まりかけ
た、鉈目も無い尾根筋を登ります。
　越後の四季の山登りの中で一番楽
しい時期です。
� 佐久間雅義
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全
国
１
２
０
選
・

越
後
関
連
古
道
調
査
に
全
力
を

　
　
　

越
後
山
岳
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　

後
藤　

正
弘

　

日
本
山
岳
会
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
全
国
の
山
岳
古
道
調
査
を
実
施
し
「
日
本
の

山
岳
古
道
１
２
０
選
」（
仮
称
）
に
ま
と
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
、
第
一
次
と
し
て
全
国

59
古
道
が
選
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
１
２
０
古
道
の
素
案
を
作
成
し
、
監

修
者
（
鈴
木
正
崇
・
節
田
重
節
・
高
桑
信
一
・
根

深
誠　

敬
称
略
）
の
助
言
を
い
た
だ
き
「
山
」
４

月
号
（
№
９
２
３
）
に
１
２
０
古
道
が
「
た
た
き

台
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
各
支
部
と
の
調
整
後

に
最
終
決
定
さ
れ
る
。

◎
本
年
度
は
、
８
古
道
調
査
を
実
施

　

「
日
本
の
山
岳
古
道
１
２
０
選
」
の
う
ち
越
後

支
部
関
連
は
、
９
古
道
（
別
表
参
照
）
選
定
さ
れ

た
。
本
年
度
は
、
こ
の
８
古
道
（
１
古
道
は
昨
年

調
査
実
施
済
み
）
の
調
査
に
全
力
を
あ
げ
た
い
。

　

こ
の
古
道
は
上
越
・
中
越
・
下
越
・
佐
渡
地
区

を
代
表
す
る
古
道
で
あ
り
、
景
観
、
歴
史
、
文
化

な
ど
各
地
域
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
す
で
に
調
査

日
程
や
担
当
者
が
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
多
く

の
会
員
か
ら
参
加
い
た
だ
き
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
調
査
古
道
に
つ
い
て
】

①
米
沢
街
道
十
三
峠
の
大
里
峠

　

英
国
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
や
良

寛
、
原
敬
、
十
返
舎
一
九
、
伊
達
政
宗
、
伊
能
忠

敬
な
ど
多
く
の
著
名
人
が
往
来
し
た
越
後
と
米
沢

を
結
ぶ
歴
史
あ
る
古
道
。
大
里
峠
は
大
蛇
伝
説
が

有
名
。

②
金
北
山
～
檀
特
山
～
金
剛
山
の
三
山
駆
け

　

三
山
駆
け
は
吉
野
、
熊
野
、
大
峰
に
な
ら
っ
た

も
の
で
、
こ
の
た
め
佐
渡
の
三
山
駆
け
を
や
る
こ

と
で
、
同
じ
修
行
が
で
き
る
と
考
え
た
。

　

三
山
駆
け
や
初
山
駆
け
は
、
地
区
や
集
落
に

よ
っ
て
違
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
美
し
い
自
然
と

と
も
に
多
く
の
島
民
を
育
ん
で
き
た
佐
渡
を
代
表

す
る
古
道
で
あ
る
。

③
八
十
里
越

　

古
く
か
ら
越
後
と
会
津
を
結
ぶ
生
活
の
道
で
あ

る
。
高
倉
宮
衣
仁
王
が
会
津
か
ら
越
後
へ
逃
れ
た

と
い
う
伝
説
や
戊
辰
戦
争
で
長
岡
藩
家
老
河
井
継

之
助
が
新
政
府
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
重
傷
を

負
っ
て
担
架
に
乗
せ
ら
れ
詠
ん
だ
「
八
十
里
、
腰

抜
け
武
士
の
越
す
峠
」
と
い
う
自
嘲
の
句
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

④
六
十
里
越
古
道

　

会
津
街
道
六
十
里
越
は
、
堀
之
内
で
三
国
街
道

と
分
か
れ
て
魚
野
川
を
渡
り
、
破
間
川
に
沿
っ
て

遡
り
、
浅
草
岳
の
南
側
を
通
っ
て
只
見
町
に
通
じ

る
古
道
。

　

近
世
で
は
越
後
縮
の
原
料
と
な
る
青
苧
や
雑
貨

な
ど
が
運
ば
れ
、
物
流
を
支
え
た
。
豪
雪
地
帯
で

崩
壊
な
ど
も
多
く
、
藪
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
裸

山
乗
越
付
近
を
中
心
に
踏
査
す
る
。

⑤
枝
折
峠
（
銀
の
道
）

　

銀
の
道
は
、
江
戸
時
代
に
銀
山
平
（
奥
只
見
）

の
繁
栄
と
と
も
に
ひ
ら
け
、
銀
山
か
ら
銀
を
運
び

出
す
唯
一
の
道
と
し
て
栄
え
た
枝
折
峠
の
旧
道
。

　

駒
の
湯
温
泉
か
ら
明
神
峠
を
越
え
、
奥
只
見

（
銀
山
平
）
の
石
抱
橋
ま
で
を
結
ぶ
古
道
。
平
安

時
代
末
期
、
京
の
都
を
追
わ
れ
た
尾
瀬
三
郎
が

通
っ
た
道
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

⑥�

塩
の
道
・
千
国
街
道
（
信
州
の
人
が
呼
ぶ
名
称
）

本
部
Ｐ
Ｔ
推
薦

　

松
本
街
道
は
糸
魚
川
市
を
起
点
と

し
信
州
松
本
ま
で
延
び
る
約
１
２
０

㎞
の
古
道
。
日
本
海
側
か
ら
塩
荷
や

海
産
物
が
ボ
ッ
カ
や
牛
の
背
に
よ
っ

て
運
ば
れ
、
庶
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
道
だ
っ
た
。
上
杉
謙
信
の
敵
に
塩

を
送
る
「
義
の
塩
」
が
有
名
。

⑦
六
左
衛
門
道

　

糸
魚
川
市
砂
場
の
園
田
六
左
衛
門

が
、
１
８
３
９
年
（
天
保
10
年
）
よ

り
23
年
間
、
１
人
砂
場
か
ら
小
谷
温

泉
を
目
指
し
て
切
り
拓
い
た
道
。

　

六
左
衛
門
翁
が
築
い
た
道
は
生
活

道
と
な
り
、
ま
た
製
炭
業
を
起
こ
し

地
域
に
貢
献
し
た
。
地
元
の
霜
越
嘉

男
氏
が
中
心
と
な
り
、古
道
（
一
部
）

を
復
活
さ
せ
た
。

⑧�
上
州
か
ら
越
後
の
道
（
三
国
峠
・

三
坂
峠
・
清
水
峠
）　

群
馬
支
部

推
薦

　

三
国
街
道
は
、
上
杉
謙
信
の
関
東

出
兵
、
長
岡
藩
等
の
参
勤
交
代
、
幕

府
の
佐
渡
金
銀
山
経
営
な
ど
歴
史
的

に
重
要
な
道
で
あ
る
。

　

越
後
と
関
東
を
結
ぶ
道
は
、
三
国
峠
、
三
坂

峠
、
清
水
峠
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ
り
興
味

深
い
。

山岳古道調査対象古道（越後支部関連）
№ 古道名 （補足） 都道府県 調査担当支部 担当者

（推薦者） 調査予定日

1 越後米沢街道・十三峠 大里峠を含む 山形県 新潟県 越後支部 本部ＰＴ 渡邊　忠次 6月12日(日)

2 金北山～檀特山（だんとくさん）～金剛山
（こんごうさん）の三山駆け 新潟県 越後支部 藤井与嗣明 8月27日(土)

～28日(日)

3 会津街道のうちの諏訪峠 新潟県 越後支部 佐久間雅義 実施済み
昨年10月3日(日)

4 八十里越 天保古道・間道も枝道
として取り上げる 福島県 新潟県 福島支部 越後支部 井口　光利 7月3日(日)

5 六十里越古道 裸山乗越も含める 福島県 新潟県 越後支部 福島支部 皆川　陽一 9月4日(日)

6 枝折峠（銀の道） 新潟県 越後支部 松井　潤次
(吉田理一) 11月3日(木)

7 塩の道・千国街道 3本の道（小谷村部分) 新潟県 長野県 越後支部 信濃支部 後藤　正弘
(本部PT)

5月14日(土)
～15日(日)

8 六左衛門道 新潟県 長野県 越後支部 朝比奈信男 10月22日(土)

9 上州から越後への道 三国峠(三坂峠･清水峠) 群馬県 新潟県 群馬支部 越後支部 松井　潤次
(群馬支部) 10月16日(日)
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「
越
後
の
山
岳
古
道
と
峠 

80
選
」

�

（
仮
称
）
に
つ
い
て

　

「
越
後
の
山
岳
古
道
と
峠　

80
選
」（
仮
称
）

に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
下
記
の
と
お
り

と
し
た
。（
３
月
５
日
開
催
の
第
２
回
三
役
・
委

員
長
会
議
）

　

今
後
、
会
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

①�

80
選
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
古
道
と
峠
ど
ち
ら

で
も
よ
い
こ
と
に
し
た
。

②
選
定
条
件

・�

歩
け
る
古
道
（
研
究
対
象
と
し
て
は
、
薮
化
が

進
ん
だ
古
道
や
一
部
又
は
大
部
分
が
国
県
道
な

ど
と
重
複
し
た
古
道
も
対
象
と
す
る
）

・�

判
定
は
難
し
い
の
で
、
各
地
区
の
選
考
に
委
ね

る
。

・
本
部
選
定
古
道
も
含
む
。

③
最
終
選
考
に
つ
い
て

　

�

各
地
区
代
表
者
４
名
（
藤
井
・
佐
久
間
・
松
井
・

後
藤
）
の
協
議
で
決
定
。

④
各
地
区
の
選
定
数

　

�

上
越
・
中
越
・
下
越
各
23
古
道+

佐
渡
11
古
道
、

80
古
道
の
リ
ス
ト
素
案
は
作
成
。

⑤
ま
と
め
に
つ
い
て

・�

歩
け
る
峠
を
「
新
潟
の
峠
歩
き　

50
（
又
は

30
）
選
」（
仮
称
）
と
し
て
、
新
潟
日
報
事
業

社
等
へ
発
刊
を
働
き
か
け
る
。

・�

総
ま
と
め
と
し
て
、
研
究
を
含
め
て
「
越
後
山

岳
」
第
15
号
の
特
集
と
す
る
。

地
域
の
山

老
若
男
女
が
四
季
を
通
じ
て
楽
し
む

三
ノ
峠
山

�

諏
訪　

惠
一

　

三
ノ
峠
山
（
４
６
８
．
７
ｍ
）
は
、
旧
長
岡
市

の
東
に
位
置
し
、
長
岡
市
営
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン

デ
を
斜
面
に
持
つ
四
季
を
通
じ
て
市
民
に
愛
さ
れ
、

春
は
山
野
草
を
愛
で
、
夏
は
深
緑
の
木
々
、
秋
は

紅
葉
を
眺
め
、
冬
は
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
老

若
男
女
に
登
ら
れ
る
山
な
が
ら
、
あ
ま
り
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　

そ
の
昔
は
、
山
頂
を
通
り
、
萱
峠
を
越
え
て
山

古
志
へ
、
ま
た
、
萱
峠
の
手
前
を
右
折
し
て
竹
之

高
地
、
蓬
平
へ
と
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

今
は
、
国
土
地
理
院
地
図
に
は
表
示
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
生

活
に
使
う
人

は
い
な
い
。

　

こ
の
山
に

多
く
の
人
々

が
登
る
理
由

は
、
登
山
道

が
し
っ
か
り

整
備
さ
れ
て

い
て
、
小
さ

な
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
楽

し
め
る
か
ら

だ
ろ
う
。
冬

に
は
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
持
参
で
登
山
道
を
作
っ
て
く

れ
る
人
も
い
て
、
長
靴
で
の
登
山
者
も
多
い
。
ま

た
、
赤
道
コ
ー
ス
山
頂
直
下
の
急
登
手
前
に
は
登

山
道
整
備
を
行
う
有
志
に
よ
り
建
て
ら
れ
管
理
さ

れ
て
い
る
山
小
屋
が
あ
り
、
時
に
は
音
楽
会
が
催

さ
れ
る
な
ど
、
山
を
愛
す
る
者
の
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
一
因
の
よ
う
だ
。
頸
城
三
山
、

刈
羽
三
山
な
ど
、
ま
た
、
鋸
山
が
展
望
で
き
る
場

所
に
は
休
憩
施
設
も
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
山
へ
の
登
山
道
だ
が
、
赤
道
コ
ー

ス
、
ブ
ナ
平
コ
ー
ス
、
ス
キ
ー
場
コ
ー
ス
が
あ

り
、
大
半
が
赤
道
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
お
り
、
赤

道
コ
ー
ス
登
山
口
に
あ
る
市
が
設
置
し
た
案
内
板

に
も
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
他

の
２
コ
ー
ス
は
何
故
か
「
上
記
の
コ
ー
ス
以
外
の

道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ブ
ナ
平
コ
ー
ス

途
中
に
は
市
民
有
志
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
案
内

板
が
あ
る
の
で
、
コ
ー
ス
の
確
認
は
で
き
る
。

　

さ
て
、
こ
の
山
へ
の
登
頂
だ
が
、
国
土
地
理
院

地
図
に
記
さ
れ
た
登
山
道
を
正
確
に
ト
レ
ー
ス
す

る
と
、
大
半
の
登
山
者
が
利
用
し
、
市
の
設
置
し

た
案
内
板
に
も
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
赤
道
コ
ー
ス
で
さ
え
、
実
際
に
登
ら

れ
て
い
る
登
山
道
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
ブ

ナ
平
コ
ー
ス
に
至
っ
て
は
、
記
載
す
ら
な
い
状
況

だ
。
い
ず
れ
も
登
山
道
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

迷
う
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
地
図
ア
プ
リ

等
で
登
山
ル
ー
ト
を
確
認
の
上
、
登
る
と
よ
い
。

　

岳
人
が
登
る
の
で
あ
れ
ば
、
ブ
ナ
平
の
健
脚

コ
ー
ス
を
お
勧
め
し
た
い
。

越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
弥
彦
山
に
参
加
し
て

久
保
田　

千
歳

　

今
年
初
の
越
後
支
部
の
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
新
年
初
に
ふ
さ
わ
し

い
青
空
の
も
と
で
の
催
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
る
１
月
10
日
、
弥
彦
山
裏
参
道
ル
ー
ト
（
西

生
寺
～
能
登
見
平
～
弥
彦
山
～
少
し
足
を
伸
ば
し

て
大
平
園
地
）
で
登
り
、
昨
年
寿
像
修
復
の
竣
工

式
を
す
ま
せ
た
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
に
て
集
合
写

真
を
撮
っ
て
、
昼
食
と
な
り
、
当
時
の
山
行
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
の
山
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
早
朝
の
集
合
に
は
訳
が
あ
り
ま
す
。
最

近
我
々
を
最
も
悩
ま
す
「
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
」
の
為
に
、
参
加
者
す
べ
て
の
検
温
、
手
指

等
の
消
毒
に
時
間
を
費
や
す
為
で
す
。
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集
合
し
て
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
物
々
し

い
中
で
頂
戴
し
た
新
年
の
ご
挨
拶
は
、「
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
第
一
、
昼
食
以
外
は
マ
ス
ク
着
用
、
行

動
中
は
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
間
隔
を
と
る
、
昼
食

前
の
手
指
の
消
毒
、
三
密
を
避
け
て
黙
食
、
そ
し

て
背
中
合
せ
で
昼
食
等
、
楽
し
く
な
い
山
行
き
に

な
り
そ
う
で
す
。」
と
の
お
話
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
雰
囲
気
を
も
吹
き
飛
ば
す
か

の
如
く
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
朝
８
時
半
過
ぎ
の
出

発
か
ら
、
本
来
な
ら
ラ
ッ
セ
ル
の
為
の
ワ
カ
ン
着

用
の
山
行
き
が
、
ま
さ
か
の
雪
が
ほ
と
ん
ど
無
い

道
、
登
山
靴
又
は
ピ
ン
付
き
長
靴
で
の
出
発
と
な

り
ま
し
た
。

　

能
登
見
平
に
９
時
50
分
過
ぎ
に
到
着
。
出
発
し

て
約
１
時
間
半
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
の
景
色

は
最
高
で
し
た
。
見
上
げ
る
山
頂
の
真
っ
青
な
こ

と
。
日
本
海
に
浮
か
ぶ
、
薄
ら
雪
を
い
た
だ
い
た

佐
渡
ヶ
島
の
綺
麗
な
景
色
。ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
ば
か
り
も
行
き
ま
せ
ん
。
坂
が
始

ま
り
、
ア
イ
ゼ
ン
無
し
の
歩
行
で
は
氷
の
道
と
化

し
た
登
山
道
は
と
て
も
怖
く
、
不
慣
れ
な
私
は
冷

や
汗
た
っ
ぷ
り
か
き
ま
し
た
。
冬
道
は
あ
な
ど
る

な
か
れ
！　

良
い
教
訓
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
大
変
な
苦
労
も
山
頂
に
着
き
一
変
し
ま

し
た
。
３
６
０
度
の
景
色
に
感
動
し
、
青
空
の
も

と
各
々
で
お
参
り
、
写
真
撮
影
会
。

　

ま
さ
に
今
年
初
登
山
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
日
で

あ
っ
た
と
心
か
ら
感
じ
、
ま
た
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
す
る
方
、
初
め
て
ご
一
緒
す
る
方
等
々
、
す
べ

て
が
愛
お
し
く
、
楽
し
く
、
思
い
出
に
残
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
越
後
支
部
の
弥
彦
山
登
山
参
加

は
初
め
て
の
私
で
し
た
が
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
感
謝
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ま
た
い
つ
か
ご
一
緒
で
き
る
日
を
心

よ
り
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
・
山
行
委
員
会

残
雪
の
日
向
倉
山
登
山廣

井　

博
行

　

４
月
21
日
、
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
と
新
潟
県

山
岳
協
会
の
合
同
企
画
と
し
て
奥
只
見
に
あ
る
日

向
倉
山
登
山
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
集
合
場
所
の

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン
入
口
に
６
時
30
分
、
県
内
各
地

よ
り
男
性
、
女
性
合
わ
せ
て
26
名
の
参
加
予
定
で

す
。
少
し
待
っ
て
、
ま
だ
４
名
が
到
着
し
な
い
が

登
山
口
の
銀
山
平
白
光
岩
橋
に
車
に
分
乗
し
移
動

す
る
。
こ
こ
で
ア
イ
ゼ
ン
装
着
な
ど
登
山
の
身
支

度
を
整
え
る
。
今
日
の
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
行

い
、
県
山
協
副
会
長
の
遠
藤
俊
一
さ
ん
か
ら
御
挨

拶
を
頂
き
出
発
と
な
っ
た
。
胎
内
、
新
津
の
メ
ン

バ
ー
が
ま
だ
来
な
い
が
時
間
の
制
約
も
有
り
、
井

口
さ
ん
が
待
機
す
る
と
の
事
。

　

今
日
は
天
気
も
良
く
絶
好
の
登
山
日
和
だ
。
残

雪
も
２
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
の
だ
ろ
う
、
こ
の
山
は

夏
道
は
無
く
残
雪
期
限
定
で
あ
る
。
７
時
30
分
、

渡
辺
Ｃ
Ｌ
の
指
示
で
白
光
岩
橋
よ
り
１
０
０
ｍ
上

流
側
の
尾
根
に
取
り
付
き
、
最
初
か
ら
急
登
で

ゆ
っ
く
り
と
登
り
は
じ
め
る
。

　

登
り
始
め
て
10
分
。
ま
だ
見
え
な
か
っ
た
４
名

が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
の
連
絡
が
渡
辺
Ｃ
Ｌ
に

入
る
。
中
止
か
？
渡
辺
Ｃ
Ｌ
の
判
断
で
続
行
が
決

定
さ
れ
る
。
ガ
チ
ガ
チ
の
雪
で
は
な
い
が
ア
イ
ゼ

ン
が
良
く
効
く
ブ
ナ
の
木
の
周
り
は
大
穴
が
開
き

春
の
季
節
感
た
っ
ぷ
り
だ
。
振
り
返
り
見
れ
ば
荒

沢
岳
が
そ
の
雄
姿
を
魅
せ
て
い
る
。
８
時
50
分
赤

崩
山
分
岐
、
こ
こ
か
ら
の
稜
線
は
広
く
、
天
候
に

よ
っ
て
は
迷
い
易
い
と
こ
ろ
だ
。
９
時
30
分
ピ
ー

ク
１
１
９
６
ｍ
、
こ
の
辺
り
は
小
さ
な
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
。
10
時
ピ
ー
ク
１
２
７
７
ｍ
、
風
が
少
し
出

て
き
た
。
最
後
の
登
り
を
頑
張
り
10
時
45
分
日
向

倉
山
山
頂
到
着
。
３
６
０
度
の
展
望
で
会
津
の
山

や
越
後
の
山
と
絶
景
だ
。
こ
こ
で
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
昼
食
と
す
る
。
や
は
り
雪
山
、

風
が
あ
る
と
肌
寒
い
の
で
11
時
35
分
下

山
開
始
と
な
り
往
路
を
戻
る
。
下
山
は

早
い
も
の
で
途
中
赤
崩
山
に
寄
る
。
12

時
50
分
到
着
、
少
し
休
憩
し
て
最
後
の

下
り
に
掛
か
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
登

山
口
の
白
光
岩
橋
に
13
時
45
分
到
着
。

　

越
後
支
部
後
藤
副
支
部
長
の
閉
会
の

挨
拶
後
解
散
と
な
っ
た
。

フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
山
行
報
告

「
西
山
日
光
寺
・
出
角
山
へ
行
く
」

遠
藤　

俊
一

　

西
山
日
光
寺
は
、
桓
武
天
皇
の
命
を
受
け
、
伝

教
大
師
最
澄
が
西
暦
７
８
２
年
に
建
立
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
往
時
は
寺
域

が
約
２
万
坪
、
本
堂
や
12
の
僧
院
が
あ
っ
た
と
い

う
。現
在
は
鎌
倉
時
代
作
の
仁
王
像
が
あ
る
山
門
、

明
治
時
代
に
再
建
さ
れ
た
薬
師
堂
等
が
残
っ
て
い

る
だ
け
で
、
住
職
も
い
な
い
。

　

そ
の
裏
に
あ
る
出
角
山
（
標
高
４
８
５
ｍ
）は
、

夏
道
は
な
く
積
雪
時
に
登
る
の
が
一
番
で
あ
る
。

山
頂
付
近
に
は
、
幹
回
り
５
．
４
ｍ
の
杉
「
大
黒

杉
」
が
デ
ン
と
構
え
て
い
る
。
枝
を
左
右
に
大
き

く
広
げ
、
さ
ぁ
来
い
と
ば
か
り
に
見
る
も
の
を
圧

倒
す
る
。

　

令
和
４
年
２
月
27
日
９
時
、
阿
賀
町
役
場
の
駐

車
場
に
参
加
者
８
名
が
集
合
し
、
西
山
日
光
寺
に

近
い
払
川
集
落
の
共
同
駐
車
場
へ
向
か
う
。
こ
こ

か
ら
は
雪
道
、
西
山
日
光
寺
迄
約
３
㎞
ワ
カ
ン
装

着
し
て
の
歩
行
と
な
る
。
誰
も
訪
れ
な
い
冬
の
雪

道
は
、
ワ
カ
ン
を
着
け
て
い
て
も
沈
み
込
み
歩
き
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に
く
い
。
歩
く
こ
と
約
２
時
間
で
日
光
寺
へ
到

着
。
山
門
の
仁
王
像
や
薬
師
堂
の
見
事
な
彫
刻
を

し
っ
か
り
と
写
真
に
収
め
、
出
角
山
目
指
し
て
歩

を
進
め
る
。
途
中
の
平
場
に
荷
物
を
置
い
て
、
急

坂
を
登
り
き
る
と
大
黒
杉
が
見
え
て
く
る
。
北
西

方
向
か
ら
見
る
と
圧
倒
的
な
迫
力
で
あ
る
。
そ
の

先
２
０
０
ｍ
進
む
と
山
頂
到
着
だ
。
大
黒
杉
や
周

囲
の
山
々
を
思
い
思
い
に
カ
メ
ラ
に
収
め
、
13
時

に
荷
物
を
置
い
た
場
所
で
昼
食
を
と
り
、
来
た
道

を
戻
っ
て
本
日
の
山
行
を
終
了
し
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
交
流
登
山

　

～
西
蒲
三
山
縦
走
～

　

知
野　

勇
人

　

２
０
２
１
年
の
11
月
に
本
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
４
名
と
玉
木
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
長
に
私
の
６
人

で
２
日
間
に
亘
り
菅
名
岳
と
弥
彦
山
に
登
っ
て
楽

し
く
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
時
、

来
春
に
花
の
西
蒲
三
山
縦
走
を
す
る
話
が
持
ち
上

が
り
、
玉
木
委
員
長
が
段
取
り
を
整
え
、
小
山
副

支
部
長
と
渡
辺
山
行
委
員
長
に
車
の
配
送
の
協
力

を
願
い
、
４
月
２
日
（
土
）
に
実
現
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
本
部
か
ら
前
回
参
加
の
２

名
に
二
十
代
２
名
が
加
わ
っ
て
の
４
名
と
、
支
部

か
ら
は
多
田
和
弘
さ
ん
と
小
根
山
淑
美
さ
ん
の
若

手
２
名
が
参
加
さ
れ
て
合
計
８
名
と
な
り
ま
し

た
。
小
山
、
渡
辺
両
氏
に
国
上
道
の
駅
に
前
泊
し

た
本
部
メ
ン
バ
ー
の
送
迎
等
を
手
際
よ
く
や
っ
て

い
た
だ
き
国
上
寺
を
６
時
に
出
発
し
ま
し
た
。
国

上
山
か
ら
剣
ヶ
峰
に
着
い
た
頃
に
は
時
折
陽
も
当

た
る
よ
う
に
な
り
頭
上
に
は
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
が
満

開
で
す
。
黒
滝
城
跡
か
ら
溺
手
道
を
下
り
ま
し
た

が
、
泥
濘
と
一
部
崩
れ
た
所
が
有
っ
て
唯
一
の
難

所
で
し
た
。
猿
ヶ
馬
場
か
ら
能
登
見
平
を
通
り
10

時
に
登
山
者
で
賑
わ
う
弥
彦
山
に
着
き
ま
し
た
。

高
頭
翁
寿
像
前
で
記
念
撮
影
を
撮
り
多
宝
山
、
石

瀬
峠
か
ら
通
称
魔
女
の
森
を
抜
け
て
樋
曽
山
を
過

ぎ
た
あ
る
所
で
白
カ
タ
ク
リ
が
数
株
点
在
し
て
咲

い
て
お
り
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
五
ヶ

峠
か
ら
17
時
半
に
角
田
山
頂
に
到
着
。
灯
台
コ
ー

ス
を
佐
渡
島
の
向
こ
う
に
沈
む
夕
日
を
見
な
が
ら

角
田
浜
に
着
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寺
泊
の
民
宿

に
宿
泊
し
て
更
に
懇
親
を
深
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
面
識

が
無
く
て
も
自
在
に
情
報
交
換
し
て
い
る
話
に
感

心
も
し
ま
し
た
。
５
月
に
佐
渡
山
行
の
計
画
も
あ

り
継
続
的
な
交
流
が
発
展
し
て
い
く
事
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
山
行
で
は
小
山
、
渡
辺

両
氏
に
快
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
上
山
周
辺
清
掃
活
動
（
４/

10
）
報
告

佐
藤　

高
晴

　

残
置
車
４
台
な
ど
は
７
：
30
に
猿
ヶ
馬
場
峠
に

集
合
し
、
酒
呑
童
子
神
社
駐
車
場
で
受
付
を
行
い
、

朝
礼
の
後
、
８
：
50
に
出
発
し
た
。
こ
の
行
事
は
、

燕
山
岳
会
と
越
後
支
部
が
主
催
し
、
弥
彦
山
岳
会

と
越
後
吉
田
山
岳
会
が
後
援
す
る
、
国
上
山
周
辺

で
清
掃
活
動
を
同
日
開
催
す
る
取
り
組
み
で
、
参

加
者
は
総
勢
50
名
を
超
え
た
。
越
後
支
部
な
ど
の

コ
ー
ス
は
、
国
上
山
麓
登
山
口
～
蛇
崩
～
国
上
山

～
剣
が
峰
～
黒
滝
城
跡
（
昼
食
）
～
猿
ヶ
馬
場
峠

だ
。
当
日
は
、
４
月
な
の
に
夏
日
の
暑
さ
で
あ
っ

た
が
、
一
部
の
方
が
国
上
山
を
登
ら
な
か
っ
た
以

外
は
全
員
が
予
定
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

登
山
道
沿
い
の
ゴ
ミ
は
僅
か
し
か
な
か
っ
た
。

近
年
は
、
多
く
の
登
山
道
で
同
じ
よ
う
に
散
乱
ゴ

ミ
の
減
少
が
見
ら
れ
る
が
、
登
山
マ
ナ
ー
の
向
上

も
一
因
で
あ
ろ
う
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
み
、
空

き
缶
も
有
価
物
と
の
認
識
が
広
ま
っ
た
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
猿
ヶ
馬
場
峠

付
近
で
は
、
車
道
沿
い
に
古
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

の
プ
ラ
ゴ
ミ
な
ど
が
多
量
に
埋
積
し
て
い
る
場
所

が
あ
っ
た
。
登
山
者
で
は
な
く
車
か
ら
の
投
棄
が

疑
わ
れ
る
た
め
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、
こ
こ

で
は
一
部
し
か
清
掃
せ
ず
、
清
掃
活
動
を
終
了
し

た
。第

65
回
高
頭
祭
参
加
と

弥
彦
山
清
掃
登
山
に
協
力
を

�

支
部
長　

桐
生　

恒
治

　

７
月
25
日
（
月
）
に
第
65
回
高
頭
祭
を
、
弥
彦

山
大
平
園
地
で
午
後
２
時
30
分
か
ら
開
催
し
ま

す
。
昨
年
は
寿
像
修
復
工
事
の
お
祓
い
儀
式
を
兼

ね
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
高
頭
仁
兵
衛
翁
の
寿
像

設
置
意
義
を
紹
介
す
る
説
明
看
板
を
新
設
し
除
幕

式
を
兼
ね
て
実
施
し
ま
す
。
本
部
か
ら
多
数
参
加

を
予
定
し
て
お
り
、
支
部
会
員
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
自
然
保
護
委
員
会
は
、
同
日
午
前
８
時
頃

か
ら
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
大
平
園
地
登
り
口
か
ら
寿

像
ま
で
の
登
山
道
草
刈
り
を
行
う
予
定
で
、
作
業

協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
高
頭
祭
終
了
後
に

安
全
登
山
祈
願
祭
や
た
い
ま
つ
登
山
が
行
わ
れ
る

場
合
は
、
大
平
園
地
か
ら
弥
彦
本
山
奥
の
院
ま
で

の
登
山
道
ゴ
ミ
拾
い
清
掃
を
実
施
予
定
で
あ
り
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
高
頭
祭
問
合
せ
は
桐
生
恒
治
・
小
山
一
夫
ま
で
、

清
掃
登
山
問
合
せ
は
小
野
寺
昭
彦
・
井
口
礼
子
ま

で
）

黒滝城跡にて
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第
５
回
子
ど
も
登
山
教
室

「
山
の
日
」
を
親
子
で
楽
し
も
う
！

�

自
然
保
護
委
員
会　

靏
本　

修
一

　

昨
年
は
緊
急
事
態
（
コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
と
大

型
台
風
の
接
近
）
で
、
当
日
直
前
に
や
む
な
く
中

止
に
。
し
か
し
、
事
前
学
習
会
を
実
施
し
た
こ
と

が
せ
め
て
も
の
救
い
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
も
十
分
に
配
慮
し
た
コ
ー
ス

と
日
程
を
検
討
し
、
４
月
の
実
行
委
員
会
か
ら
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
、
中
止
連
絡
を
参
加

者
へ
伝
え
た
際
、「
準
備
し
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
に
残
念
で
す
。
来
年
は
是
非
実
施
し
て
く
だ

さ
い
…
」
と
期
待
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
今
、
よ
み

が
え
っ
て
き
て
い
ま
す
。

【
第
５
回　

子
ど
も
登
山
教
室
】
計
画
概
要

〈
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
・
塩
の
道
（
南
部
）〉

根
知
・
し
ろ
池
・
戸
倉
山　

自
然
観
察
と
登
山

〇
事
前
学
習
会
…
７
月
31
日
（
日
）

・
糸
―
静
構
造
線
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
学
習

・
自
然
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
、
ス
ラ
イ
ド
学
習

・
安
全
登
山
と
準
備
（
体
調
・
服
装
・
持
ち
物
）

〇
実
施
期
日
…
８
月
11
日
（
木
）「
山
の
日
」

　

※
根
知
・
し
ろ
池
の
森
駐
車
場
集
合
、
解
散

〈
主
な
体
験
学
習
の
内
容
〉

・
し
ろ
池
周
辺
と
ブ
ナ
林
の
自
然
観
察

・
戸
倉
山
（
９
７
５
．
５
ｍ
）
の
登
山

・
古
道
・
塩
の
道
を
歩
く
（
大
網
峠
往
復
）

　

今
回
が
、糸
魚
川
市
で
実
施
す
る
最
終
の
事
業
。

回
を
重
ね
な
が
ら
蓄
積
し
て
き
た
運
営
体
制
を
基

に
、越
後
支
部
な
ら
で
は
の
「
子
ど
も
登
山
教
室
」

と
な
る
よ
う
、
事
前
準
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

山
行
委
員
会

ア
ル
プ
ス
と
海
を
つ
な
ぐ「
栂
海
新
道
」

　
　

朝
日
岳
・
犬
ケ
岳
・
白
鳥
山

�

縦
走
登
山
の
ご
案
内

　

栂
海
新
道
は
、
日
本
海
の
海
抜
０
ｍ
か
ら
白
鳥

山
、
犬
ヶ
岳
を
経
て
朝
日
岳
を
結
ぶ
北
ア
ル
プ
ス

最
北
部
の
縦
走
路
で
す
。
特
に
朝
日
岳
と
黒
岩
平

の
中
間
に
あ
る
「
ア
ヤ
メ
平
」
の
名
前
の
由
来
と

な
っ
た
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
高

山
植
物
が
咲
き
誇
り
、
北
ア
ル
プ
ス
の
桃
源
郷
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
は
２
泊
３
日

の
縦
走
で
あ
り
、
健
脚
者
向
け
コ
ー
ス
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
参
加
申
し
込
み
を
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１　
�

期
日　

２
０
２
２
年
８
月
４
日
（
木
）
～
６

日
（
土
）　

【
７
日
（
日
）・
・
予
備
日
】

２　

集
合��

親
不
知
観
光
ホ
テ
ル
駐
車
場　

６
時

３　

�

ル
ー
ト　

８
／
４
（
木
）
親
不
知
観
光
ホ

テ
ル
～
タ
ク
シ
ー
～
北
又
小
屋
～
朝
日
小

屋
（
泊
）（
歩
行
：８
時
間
）　

８
／
５
（
金
）

朝
日
小
屋
～
犬
ヶ
岳
～
栂
海
山
荘
（
泊
）（
歩

行
：
８
時
間
）　

８
／
６
（
土
）
栂
海
山
荘

～
白
鳥
山
～
坂
田
峠
～
タ
ク
シ
ー
～
親
不
知

観
光
ホ
テ
ル
）（
歩
行
：
８
時
間
）

４　

�

参
加
対
象　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
会
員
で

山
岳
保
険
加
入
者
と
し
ま
す
。

５　

参
加
費　

１
０
０
０
円
＋
実
費

６　

参
加
申
込　

〒
９
５
０
―
２
０
４
１

　
　
新
潟
市
西
区
坂
井
東
２
―
１
―
15�

渡
辺�

茂�

宛

　
　

T
EL/FA

X

：025-231-0590�

　
　

携
帯
：090-2537-3548

　
　

Ｅ
メ
ー
ル
：isikorob@

m
b.tlp.ne.jp

７　

�

申
込
締
切
日　
　

６
月
20
日
（
月
）�（
期
日

厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
）

＊�

な
お
、
詳
細
は
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
行
委
員
会

朝
日
連
峰�

初
秋
の
大
朝
日
岳

�

（
１
８
７
０
ｍ
）
登
山
の
ご
案
内

　

朝
日
連
峰
の
最
高
峰
で
か
た
ち
の
整
っ
た
山
容

か
ら
盟
主
の
座
に
君
臨
し
て
い
る
の
が
大
朝
日
岳

だ
。
今
回
は
遠
方
で
あ
る
が
東
北
編
と
し
て
初
秋

の
朝
日
連
峰
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
期

の
朝
日
連
峰
の
魅
力
は
澄
み
切
っ
た
秋
の
空
か
ら

の
息
を
の
む
よ
う
な
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
美
し
い

稜
線
の
大
パ
ノ
ラ
マ
と
稜
線
に
輝
く
草
紅
葉
で
あ

る
。
ま
た
、
山
頂
か
ら
は
鳥
海
山
、
月
山
、
栗
駒

山
な
ど
が
展
望
で
き
ま
す
。

１　

�

期
日　

２
０
２
２
年
９
月
10
日
（
土
）

�

～
11
日
（
日
）　

２　

集
合��

参
加
申
込
者
に
調
整
後
連
絡
し
ま
す
。

３　

�

ル
ー
ト　

９
／
10
（
土
）��

新
潟
～
鶴
岡
～

古
寺
鉱
泉
付
近
（
テ
ン
ト
泊
）　

９
／
11

（
日
）　

古
寺
鉱
泉
～
小
朝
日
岳
～
大
朝
日
岳

（
往
復
）
～
新
潟

◎�

参
加
対
象
、
参
加
費
、
参
加
申
込
、
申
込
み
締

切
は
、
い
ず
れ
も
「
栂
海
新
道
」
の
案
内
と
同

じ
で
す
。
詳
細
は
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
２
０
２
２
年
１
月
～
４
月
）

１　

新
入
会
員�

高
畑　

悦
武
（
申
請
中
）

２　

準
会
員
か
ら
正
会
員

�

佐
藤　

陽
子
（
１
６
８
９
３
）

�
久
保
田
千
歳
（
１
６
８
９
９
）

３　

退
会
者�
佐
藤　

邦
夫
（
１
２
９
２
５
）

�

丸
山　

健
吾
（
１
６
４
１
３
）

�

大
塚
八
千
代　

（
７
３
６
１
）

�

齋
藤　

チ
ヨ　

（
８
９
３
３
）

４　

物
故
会
員�

内
藤　
　

修　

（
４
８
３
２
）

�

井
上　
　

勇
（
１
０
３
２
４
）

●
支
部
会
員
総
数
（
２
０
２
２
年
４
月
末
現
在
）

　

支
部
会
員
１
６
２
名　

支
部
会
友
５
名

編
集
後
記

　

今
号
は
、
古
道
調
査
の
記
事
、
案
内
の
ほ
か
、

山
行
報
告
、
行
事
案
内
の
記
事
も
多
く
、
少
な
い

行
数
（
文
字
数
）
の
原
稿
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た
内

容
の
一
部
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
場
合
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

国
上
山
の
清
掃
登
山
で
は
、
道
中
で
見
ら
れ
た

鮮
や
か
な
黄
色
い
花
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
植

物
図
鑑
ア
プ
リ
で
調
べ
た
人
が
お
ら
れ
、
ヒ
メ

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
と
い
う
園
芸
用
に
輸
入
さ
れ
た
外

来
種
と
の
こ
と
で
し
た
。
他
の
山
行
で
も
見
た
と

の
話
も
出
て
、
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
で
は
、
支
部
報
が
山
行
報
告
だ
け
で

は
面
白
く
な
い
と
の
議
論
が
よ
く
出
て
い
ま
す
。

紙
面
の
制
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
県
内
全
域
の

支
部
会
員
が
読
者
の
支
部
報
に
お
い
て
も
、
県
内

の
自
然
環
境
の
状
況
に
も
触
れ
た
報
告
が
あ
っ
て

も
よ
い
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
の
日
向
倉
山
山
行
の
集
合
場
所
へ
向
か
う

途
中
で
の
交
通
事
故
で
は
、
４
人
が
怪
我
を
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
広
報
委
員
の
石
山
さ
ん
と
多
田
さ
ん

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
多
田
さ
ん
は
退
院
さ
れ
ま

し
た
が
、
残
り
の
３
人
は
５
月
17
日
現
在
、
入
院

中
で
、
特
に
石
山
さ
ん
は
重
傷
だ
そ
う
で
す
。
回

復
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
に
、
心
か
ら

の
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
佐
藤
高
晴
）


